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18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
実
現
に
向
け
て
の
市
長
の
見
解
及
び
10

月
か
ら
の
現
物
給
付
実
現
と
な
っ
た
場
合

の
医
療
機
関
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

小
・
中
学
生
の
福
祉
医
療
費
は
10
月

か
ら
現
物
給
付
を
実
施
。
窓
口
で
１
回
８

０
０
円
、
月
１
６
０
０
円
を
上
限
と
す
る
。

高
校
生
世
代
は
４
月
か
ら
償
還
払
い
で
県

の
全
額
補
助
に
よ
り
開
始
し
た
。
仮
に
18

歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
た
場
合
、

３
千
万
円
の
増
加
と
な
る
た
め
、
段
階
を

踏
み
な
が
ら
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
に
も
食
事
を
確

保
す
る
広
い
意
味
で
の
社
会
保
障
と
い
え

る
小
・
中
学
生
の
給
食
。
給
食
費
軽
減
・

無
償
化
の
実
現
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

　
　

財
政
的
に
厳
し
い
。
市
長
会
等
を
通

じ
て
教
育
費
・
給
食
費
は
国
の
制
度
と
し

て
一
元
化
し
無
償
化
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
て
い
る
。

　
　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
の
導
入
と
特
定
検
診
の
検
査
項
目

に
聴
力
検
査
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

　
　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
補
装

具
を
給
付
し
て
い
る
。
加
齢
性
難
聴
者
に

つ
い
て
も
該
当
す
る
場
合
は
給
付
を
受
け

ら
れ
る
。
特
定
検
診
で
聴
力
検
査
は
設
け

て
い
な
い
。
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
ほ
し
い
。

　
　

た
し
ろ
号
の
利
便
性
向
上
を
願
う
市

民
の
要
望
に
応
え
て
ほ
し
い
が
。

　
　

予
約
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回
線
を
増
や

し
た
。
運
行
台
数
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配

置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

保
健
室
に
備
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
へ

の
試
行
設
置
は
再
度
協
議
し
て
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
18
歳
ま
で
の
国
保
均
等
割
軽
減
を

◇
令
和
６
年
度
１
年
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

　

支
給
に
つ
い
て

◇
中
学
校
の
制
服
選
択
制
に
つ
い
て

◇
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て

 
 
 

　
　

中
尾
川
右
岸
地
域
の
水
田
地
帯
は
、

進
入
道
路
が
な
い
た
め
耕
作
放
棄
地
が
目

立
つ
。
営
農
者
が
推
進
委
員
会
を
発
足
し
、

約
60
％
の
同
意
を
得
た
が
、
住
所
不
明
な

ど
に
よ
り
同
意
率
が
上
が
ら
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
様
々
な
問
題
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

地
元
か
ら
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
、
県
か
ら
は
市
全
体
の

土
地
利
用
の
変
更
理
由
が
必
要
で
、
農
業

振
興
地
域
な
ど
将
来
の
土
地
利
用
が
担
保

さ
れ
、
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
き

に
手
続
き
に
入
れ
る
と
伺
っ
た
。
ま
た
、

提
案
要
件
で
あ
る
同
意
率
３
分
の
２
に
は

達
し
て
い
な
い
た
め
、
現
状
で
は
都
市
計

画
の
変
更
は
厳
し
い
。

　
　

都
市
計
画
指
定
か
ら
58
年
が
経
過
。

道
路
を
造
る
か
何
か
対
策
を
講
じ
な
い
と

全
て
耕
作
放
棄
地
に
な
り
か
ね
な
い
。
本

市
の
基
幹
産
業
は
第
１
次
産
業
の
農
業
で

あ
る
。
農
地
に
も
企
業
誘
致
に
も
道
路
は

必
要
で
あ
る
。
農
業
振
興
地
域
に
編
入
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

市
内
全
体
を
見
据
え
た
見
直
し
が
必

要
で
今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き
。
市
と
し

て
は
地
域
の
合
意
形
成
が
図
れ
れ
ば
農
業

振
興
地
域
へ
の
編
入
に
向
け
て
、
県
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

物
価
高
騰
も
あ
り
、
子
育
て
に
は
か

な
り
の
費
用
が
か
か
る
。
出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金
の
増
額
や
出
産
祝
金
を
支
給

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

本
市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
２
人
目
か
ら
の
保
育
料
の
完
全
無
償

化
（
一
人
当
た
り
支
援
事
業
費
年
間
約

19
万
６
千
円
）
、
副
食
費
の
助
成
（
同
約

５
万
４
千
円
）
が
あ
り
、
保
育
所
等
に
入

所
の
期
間
は
毎
年
保
護
者
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。

　

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
は
妊
娠
中

の
母
親
に
５
万
円
、
出
産
後
に
一
人
当
た

り
５
万
円
を
支
給
。
ご
提
案
に
つ
い
て
は

大
変
魅
力
的
だ
が
、
意
見
と
し
て
受
け
止

め
た
い
。

　
　

小
中
学
校
給
食
費
一
人
あ
た
り
幾
ら

か
か
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

給
食
費
全
体
の
本
年
度
予
算
は
約

２
億
２
千
万
円
。
食
材
高
騰
に
係
る
臨
時

交
付
金
は
約
２
４
０
０
万
円
、
保
護
者
負

担
が
１
食
あ
た
り
小
学
校
２
４
０
円
、
中

学
校
２
８
０
円
。
ト
ー
タ
ル
で
１
食
あ
た

り
小
学
校
５
７
０
円
、
中
学
校
６
２
０
円

か
か
っ
て
い
る
。
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